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陳 述 書
（※ 該当する事項の□にチェックする。）

□民事部
山形地方裁判所 御中

□ 支部

この陳述書の内容は事実と相違ありません。

平成 年 月 日

陳述者の氏名 印

（以下には「債務者」という。）

第１ 債務者の負債等

１ 債務総額（保証債務を含む。） 円

２ 債権者数 社（人）

３ 公租公課（税金）の滞納額

□無 □有 円（詳細は「滞納公租公課一覧表」記載のとおり）

第２ 債務者の経歴・家族等

１ 最終学歴

□昭和 □卒業
年 月 (学校名）

□平成 □中退

２ 現在から１０年前までの職歴（事業主の場合は，その事業内容）

（現在の勤務先については，期間の終期に「現在」と記載する。）

期 間 受領した
勤務先または事業内容 平均月収

（始 期） （終 期） 退職金額

万 □あり 万円
平 年 月～平 年 月

円 □なし

万 □あり 万円
平 年 月～平 年 月

円 □なし

万 □あり 万円
平 年 月～平 年 月

円 □なし

万 □あり 万円
平 年 月～平 年 月

円 □なし

万 □あり 万円
平 年 月～平 年 月

円 □なし

万 □あり 万円
平 年 月～平 年 月

円 □なし

□以後の経歴は予備欄(P3)記載のとおり(書ききれない場合は別の紙に書き足す｡)

※注意 過去５年以内で受領した退職金が１００万円以上ある場合は，その退職

金の使途を予備欄(P3)に記載する。
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３ 家族状況（債務者以外の同一戸籍の者及び同居者を全て記載する。）

平均月収
続 柄 氏 名 年齢 同居･別居 勤務先・学校，学年 年金を含む

別居者を除く

□同居
万円

□別居

□同居
万円

□別居

□同居
万円

□別居

□同居
万円

□別居

□同居
万円

□別居

□同居
万円

□別居

□同居
万円

□別居

４ 債務者の婚姻等

□婚姻したことがない

□婚姻予定がある（時期 平成 年 月頃）

□婚姻したことがある（以下を記入）

(１）婚姻（ 年 月）離婚（ 年 月）（当時の姓 ）

(２）婚姻（ 年 月）離婚（ 年 月）（当時の姓 ）

(３）婚姻（ 年 月）離婚（ 年 月）（当時の姓 ）

□ 養育費を支払っている（上記 につき月額 万円）

□ 養育費を受領している（上記 につき月額 万円）

□ 養育費なし

５ 住宅事情

（１）□自宅 （所有者 続柄 ）

□借家･ｱﾊﾟｰﾄ □公営住宅 □社宅 □その他(内容を予備欄（P3）に記載する。）

契約者(借主)の氏名 続柄

保証人 □無 □有

家賃(月額) 円・敷金 円

滞 納 額 円
（※注意 滞納分があるときは債権者一覧表に記載する。）

（２）申立後の転居予定

□無
平成 年 月頃

□有 転居予定先 〒 －

※注意 時期や転居先が未定の場合は，その理由を予備欄(P3)に記載する。
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６ 健康状態

（債務者及び家族の健康状態について特記すべき事項）

□無

□債務者 □債務者以外（続柄 ）
□有

病名

７ 給与の有無（債務者）

□無
手取受領額（１か月あたり） 円

□なし
賞与

□有 □あり（最近１年以内に受け取った額及びその時期）

円 年 月

円 年 月

８ 生活保護受給の有無（債務者）

□無 □有 （受給額：１か月あたり 円）

９ 雇用（失業）保険受給の有無（債務者）

□無 □有 （受給額：１か月あたり 円）

10 年金受給の有無（債務者）

□無
□年金担保の借入あり（受給額：１か月あたり 円）

□有
□年金担保の借入なし（受給額：１か月あたり 円）
※注意 年金担保の借入れある場合は返済分差引後の受給額を記載する。

11 債務者が自営業者または会社経営者の場合

□ 過去２年以内に，自己または親族の自営により生計をたてていた

（詳細は，「自営業に関する報告」記載のとおり）

□ 過去２年以内に，会社経営者であった

□有（ 年 月頃）
会社の破産開始申立予定

□無

理由

予備欄
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12 収入・支出の状況
（１）申立前１か月間の生活収支＜ 年 月 日～ 年 月 日分＞

収 入 支 出

費 目 金 額（円） 費 目 金 額（円）

（債務者分） 家 賃 ( 管 理 費 込 )

給 与 食 費

失 業 保 険 税 金

年 金 （契約者： ）

傷 病 手 当 保 険 料 （契約者： ）

生 活 保 護 （契約者： ）

児 童 手 当 電 気 代（ 月分）

その他（ ） ガ ス 代（ 月分）

その他（ ） 水 道 料（ 月分）

その他（ ） 電 話 料（ 月分）

（同居者分） 医 療 費（ ）

給 与（ ） 被 服 費（ ）

給 与（ ） 教 育 費（ ）

給 与（ ） 新聞・雑誌・本代・ＴＶ受信料

失業保険( ) 交通費（ ）

失業保険( ) （使用者： ）
ガ ソ リ ン 代

年 金( ) （使用者： ）

年 金( ) 本人の借入返済

傷病手当( ) 返済先： □全部 □一部（詳細を予備欄で説明する。）

生活保護( ) 本人の遊興費（内容を予備欄に記載）

児 童 手 当 同居者の借入返済

その他（ ） その他（ ）

その他（ ） その他（ ）

前月からの繰越し 翌月への繰越し

A合計（Bと一致する） B合計（Aと一致する）

（注意）※同居者分も含めた世帯全体の状況を記載する。

※高額の支出がある場合は，内容等を予備欄や別紙で説明する。

予備欄
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第３ 債務者の資産状況

１ 財産目録記載のとおり
２ 相続の有無
（１）親族の死亡（過去２年以内）

□誰も死亡していない〔（２）以下は記載不要〕
□死亡した（ □父 □母 □養父 □養母 □配偶者 □兄弟姉妹 □その他の親族［ ］ ）

（以下（1)の死亡した人が複数いるときは，死亡した人ごとに別紙に次の内容を書き足す。）

（２）遺産分割協議について

□遺産分割協議未了 協議未了の □預貯金・現金
□遺産分割協議をした 遺産の種類 □不動産
□遺産がなかった □その他

（３）相続した財産の有無（（２）で遺産分割協議をした人のみ記載する。）

□無 (□遺産分割協議により別の人が取得した □相続放棄した）

□預貯金・現金 円
□有 □不動産

□その他

第４ 強制執行・訴訟事件等の係属

１ 仮差押・仮処分・強制執行事件の係属
□無

□有（下記のとおり）

差押等の目的物 種 類 債 権 者 名 発令裁判所

不動産・給料・ 差押・ 裁判所 支部

不動産・給料・ 差押・ 裁判所 支部

２ 調停・支払督促・訴訟事件の係属

□無

□有（下記のとおり）

相 手 方 裁 判 所 事 件 番 号

裁判所 支部 平成 年( )第 号

裁判所 支部 平成 年( )第 号

第５ 破産申立に至った経緯等

１ 手続費用等

（１）手続費用(弁護士費用を含む。） 円（以下にどこから用意したかを記載する。）

□自己資金

□法律扶助
□借 入 借入先 （債権者一覧表に記載する。）

□援 助 援助元 関係

（２）借入先・援助元はその金額が破産申立費用に使用されることを知っていたか

（手続費用を借入，援助により用意した場合のみ記載する。）

□知っていた □知らなかった
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２ 弁護士等への相談等

（１）弁護士，司法書士，または裁判所に最初に相談した日

年 月 日

（２）弁護士，または司法書士への依頼日（今回の手続を弁護士または司法書士に依

頼した人のみ記載する。）

年 月 日

３ 債務の発生原因・増加の理由

（多額の債務を負うようになった理由について，次の項目からあてはまるものすべての□に

レ印をつける。）

□生活費が不足したため □（□自分□家族）が事業に失敗した

□（□自分□家族）が失業した □（□自分□家族）の給料が減った

□（□自分□家族）の病気・怪我 □（ ）の保証人になった

□住宅購入のため □子供の学資・仕送りのため

□（□車□衣類□装飾品□教材□布団□電化製品□カー用品□( )の購入

□（□異性□顧客□上司・同僚）との飲食代金・交際費

□自分のための飲食代金 □仕事上の損害の穴埋め

□パチンコ等のギャンブル □風俗店の利用代金

□株・先物取引等の投資 □その他（具体的に）

４ 借入れをしたり，ローンを組むようになった事情

（最初から現在まで年代を追って詳細に記載する。書ききれない場合はＡ４判サイズの

別の紙に書き足し，このページの直後に挿入する。）

年 月 事 情
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５ 返済状況等

（１）現在，各債権者に対する毎月の約束返済額の合計額（以下「毎月の返済額」

と表示する。）が，自分の手取り月収を超えているか。

□超えていない（現在の月収＝ 円，毎月の返済額＝ 円）

□超えている （現在の月収＝ 円，毎月の返済額＝ 円）

（２）債務の返済が困難だと思うようになったおおよその時期，理由

時期＝平 年 月頃（当時の月収＝ 円，当時の毎月の返済額＝ 円）

□毎月の返済額が，収入をはるかに超えていたから

□収入が無くなったから（□失業□病気□その他 ）
理由

□業者から，貸付を拒否されたから

□その他 から

６ 親族等からの援助を受けられない具体的な事情

７ 今回のことを振り返ってどのように生活していくか

第６ 債務負担等に関する事情等

１ 他人の名義を使用（利用）した借入等

□無

□ 債権者一覧表の番号 番・名義人の承諾 □有 □無

□有 □ 債権者一覧表の番号 番・名義人の承諾 □有 □無

□ 債権者一覧表の番号 番・名義人の承諾 □有 □無

２ 住所・氏名・生年月日・収入（資産）等を偽った借入等

□無

債権者一覧表の番号 番

□有 偽った内容

第７ これまでの生活状況

１ バー・クラブ・スナックでの飲食

□ 無

□ 有 （□ 営業接待 □個人的飲食）

最も通った時期 年 月頃～ 年 月頃

最も通った時期の平均飲食回数（月に 回）

１か月あたり使った平均金額（ 円）

１か月あたり最も使った金額（ 円）
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２ 競輪・競艇・競馬・麻雀・パチンコ・パチスロ

□ する，またはしていたことがある（□競輪□競艇□競馬□麻雀□パチンコ・パチスロ）

□ しない

（※「する，またはしていたことがある」にチェックした人のみ記載する。）

時期 年 月頃～ 年 月頃

□競輪□競艇□競馬 １か月あたりの平均遊戯日数 日

□麻雀□ﾊﾟﾁﾝｺ・ﾊﾟﾁｽﾛ １か月あたり使った平均金額 円

１か月あたり最も使った金額 円

時期 年 月頃～ 年 月頃

□競輪□競艇□競馬 １か月あたりの平均遊戯日数 日

□麻雀□ﾊﾟﾁﾝｺ・ﾊﾟﾁｽﾛ １か月あたり使った平均金額 円

１か月あたり最も使った金額 円

時期 年 月頃～ 年 月頃

□競輪□競艇□競馬 １か月あたりの平均遊戯日数 日

□麻雀□ﾊﾟﾁﾝｺ・ﾊﾟﾁｽﾛ １か月あたり使った平均金額 円

１か月あたり最も使った金額 円

３ その他（風俗店の利用等）

□ 無

□ 有（内容： ）

時期 年 月頃～ 年 月頃

平均利用等回数（月に 回）

１か月あたり使った平均金額（ 円）

１か月あたり最も使った金額（ 円）

４ 株取引・先物取引

□ する，またはしていたことがある （ □株取引 □先物取引 ）

□ 全くしたことがない

（※「する，またはしていたことがある」にチェックした人のみ記入）

株 取 引 （時期 年 月頃～ 年 月頃・投入総額 円）

先物取引 （時期 年 月頃～ 年 月頃・投入総額 円）

５ 過去５年間の旅行

□ 無

平成 年 月頃・場所 費用約 万円

□ 有 平成 年 月頃・場所 費用約 万円

平成 年 月頃・場所 費用約 万円
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６ 過去３年間に購入した１０万円以上の商品(年代順に記載）

□ 無

平成 年 月頃（商品名） 購入価格 万円

平成 年 月頃（商品名） 購入価格 万円

□ 有 平成 年 月頃（商品名） 購入価格 万円

平成 年 月頃（商品名） 購入価格 万円

平成 年 月頃（商品名） 購入価格 万円

７ クレジット返済中の品物の質入・転売等

□ 無

□ 有（下記のとおり）

品 名 購入年月 購入額 処分先 処分額 処分年月 代金の使途

年 月 万円 万円 年 月

年 月 万円 万円 年 月

年 月 万円 万円 年 月

第８ 破産・免責，給与所得者等再生について

１ 過去に破産者となったことがあるか。

□無 □有（下記のとおり）

地方裁判所 支部

□昭和□平成 年（フ）第 号・ □昭和□平成 年（モ）第 号

免責の結果 □許可（□昭和□平成 年 月 日）

□申立せず □取下 □却下 □不許可

２ 過去に給与所得者等再生手続をし，計画が認可されたことがあるか。

□無 □有（下記のとおり）

地方裁判所 支部

平成 年（再ロ）第 号 再生計画認可決定確定日 平成 年 月 日

（「有」の場合）再生計画について

□計画どおりに遂行した（最終支払日 平成 年 月 日）

□遂行していない

□免責決定を得た（確定日 平成 年 月 日）

３ 免責審尋についての希望

□無

□有


